










研究目的

小児において薬物療法が適正に行われるためには、小児に対する薬剤適用の情

報が存在し、かつそれが広く知られることが大きな前提になる。ところがわが

国の日本薬局方には小児薬用量および小児に対する適用の注意事項の記載がな

く、また小児薬物情報サービス・システムも全然ない。


